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１．前回の審議内容
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１．前回の審議内容（平成２６年度 第１回 四国地方小委員会の審議内容） 3

平成２６年度 第１回 四国地方小委員会の概要

平成２６年度 第１回 四国地方小委員会での主な指摘事項と対応状況

■実施日

平成２６年６月５日（木）

■主な議題

①第１回意見聴取の結果

②対応方針（案）の検討

③第２回意見聴取方法（案）

指 摘 事 項 対 応 状 況

意見聴取にあたり、各ルート帯案の考え方や内容について、地域

住民の方へ丁寧で分かりやすい説明を行ってもらいたい。

地域住民の方などを対象として、各ルート帯案の計画内容やアンケートの内容

についての説明会（オープンハウス）を四万十市及び黒潮町で開催。

説明会（オープンハウス）の開催にあたっては、案内チラシをアンケート票配布

封筒に同封し、地域住民の方などへ周知を図った。

⇒ 説明会（オープンハウス）の詳細は、７ページに掲載

意見聴取の回収率が低い地区については、回収率が向上する

ような工夫を行ってもらいたい。

アンケート調査の実施について、新聞広告、ポスター掲示に加え四万十市及び

黒潮町の広報誌に掲載し、周知を図った。

さらに、市役所及び役場職員による地域住民の方への声掛けを行った。

これらの効果もあり、回収率は微増した。

⇒ 地域住民等アンケート 前回回収率 21.1％ → 今回回収率 21.4％



２．第２回意見聴取の結果
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○意見聴取は、説明会（オープンハウス）を開催し、アンケート調査及びヒアリング調査を以下のとおり実施した。

２．第２回意見聴取の結果（意見聴取の実施概要） 5

対象者 実施期間 回収方法 実施概要 回答状況

説
明
会

地域住民
平成26年10月2日（木）

～10月5日（日）
－

四万十市及び黒潮町の住民の方などを対象に説明会（オープン

ハウス）を開催

・四万十市：四万十市本庁 １階ロビー（のべ４日間）

・黒潮町：黒潮町本庁敷地内 保健福祉センター１階（のべ４日間）

来訪者240人

（うち、189人が

アンケートに回答）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

地域住民
平成26年9月24日（水）

～ 10月22日（水）
郵送回収

四万十市（旧中村市）の全世帯・全事業所（15,823部）、

黒潮町の全世帯・全事業所（5,203部）に配布

回答数：4,498票

（回収率：21.4％）
企業等

平成26年9月24日（水）

～ 10月22日（水）
郵送回収

道路利用者
平成26年9月24日（水）

～ 10月22日（水）
郵送回収

四万十市本庁、黒潮町本庁、道の駅なぶら土佐佐賀、道の駅ビオ

スおおがた、物産館サンリバー四万十、トンボ王国あきついお、

道の駅すくも、道の駅大月、道の駅めじかの里土佐清水で配布

回答数：109票

道路利用者

（ＷＥＢ）

平成26年9月24日（水）

～ 10月22日（水）
ＷＥＢ上で回収

四国地方整備局、中村河川国道事務所のＨＰ上にアンケートを

掲載
回答数：38票

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

自治体及び

団体代表者

平成26年9月24日（水）

～10月23日（木）

インタビュー形式での

ヒアリングを実施

【自治体】

高知県、四万十市、黒潮町

及び宿毛市、土佐清水市、 大月町、三原村

【各団体等】

トラック協会、商工会議所、商工会、消防署、警察、バス事業者、

農協、漁協、観光協会、医療関係、

県・市町から地域代表として推薦いただいた地域の活動団体

（うち、女性団体は２団体）

【自治体】

７自治体

【各団体等】

３４団体

道路利用者 平成26年10月18日（土）

【道の駅、観光施設の利用者】

道の駅なぶら土佐佐賀、道の駅ビオスおおがた、道の駅すくも、

道の駅大月、道の駅めじかの里土佐清水、カツオふれあいセンタ

ー黒潮一番館、物産館サンリバー四万十

229人



２．第２回意見聴取の結果（アンケートの広報及びヒアリングの実施状況） 6

▼新聞広告によるアンケート調査の周知

○高知新聞 平成26年9月24日（水）掲載

▼道路利用者へのヒアリング状況

道の駅、観光施設等でインタビュー形式のヒアリングを実施した。
また、ヒアリング実施におわせて、一部施設で防災パネル展を開催した。

○道の駅なぶら土佐佐賀
平成26年10月18日（土）

○カツオふれあいセンター黒潮一番館
平成26年10月18日（土）

▼自治体や各団体へのヒアリング状況

○高知県トラック協会
平成26年10月15日（水）

○中村女性団体連絡協議会
平成26年10月23日（木）

○新聞広告、四万十市及び黒潮町の広報誌、ポスター掲示、ホームページにより、アンケートの広報を実施した。
○自治体や各団体及び道路利用者へインタビュー形式でのヒアリングを実施した。

▼広報誌によるアンケート調査の周知
○四万十市 平成26年10月号掲載 ○黒潮町 平成26年10月号掲載



○アンケート調査の実施にあたり、地域住民の方などを対象として、佐賀～四万十間の各ルート帯案の計画内容やアンケートの内容について
の説明会（オープンハウス）を四万十市及び黒潮町で開催した。

○説明会（オープンハウス）の開催にあたっては、案内チラシをアンケート票配布封筒に同封し、地域住民の方などへ周知を図った。

２．第２回意見聴取の結果（説明会（オープンハウス）の開催状況） 7

▼説明会（オープンハウス）の開催状況

○四万十市本庁 １階ロビー
平成26年10月2日（木）の状況

○黒潮町本庁敷地内 保健福祉センター
平成26年10月4日（土）の状況

○案内チラシを四万十市（旧中村市）及び
黒潮町の全世帯・全事業所へ配布

▼説明会（オープンハウス）の周知

▼説明会（オープンハウス）の開催概要

地域 開催場所 開催期間 開催時間 来訪者数

四万十市 四万十市本庁 １階ロビー 10月2日(木)～10月5日(日)
（のべ４日間）

平日 9:00～17:00
休日 14:00～17:00

１８４人 合計
２４０人黒潮町 黒潮町本庁敷地内 保健福祉センター ５６人



２．第２回意見聴取の結果（アンケート結果①） 8

○地域住民 ３，７１７人、企業等 ３１７社、道路利用者 ３３８人、ＷＥＢ ３８人、説明会（オープンハウス）参加者 １８９人から回答をいただいた。
○回答者のほとんどが、対象地域である黒潮町、四万十市に居住（企業等は所在地）。
○回答者の約４割が、国道５６号 佐賀～四万十間を「週２～３回程度以上利用」と回答。
○利用目的は、「観光・レジャー」が約２割、「家事・買い物」が約２割、「仕事と通勤」が約３割と多様な状況。

▼アンケート回収結果

▼回答者住所

▼国道５６号 佐賀～四万十間の利用頻度

▼利用目的

※その他は、地域住民の方か事業所か不明な人数

岩手、茨城、埼玉、
千葉、東京、神奈川、
愛知、京都、大阪、

兵庫、奈良、和歌山、
岡山、広島、山口、

佐賀、大分、
徳島、香川、愛媛、
高知県内（黒潮町、

四万十市以外）

その他

9％

ほとんど利用しない

13％

月2～3回程度

37％

利用したことがない

1％

その他

4％

黒潮町

27％

不明

3％

四万十市

66％

WEB

38人（1％）

企業等

317社（6％）

その他

464人（9％）

地域住民の方

3,717人（73％）

道路利用者

338人（7％）

N=5,063

説明会（オープンハウス）

189人（4％）

毎日

21％

その他

31％

通勤

10％ 仕事

17％

家事・買い物

20％

通学

1％未満９３％

４０％

２２％

２７％

２０％

※その他には、選択項目以外の回答の方、未回答及び複数回答の方を含む

※不明は、未回答及び複数回答の方を含む ※その他には、選択項目以外の回答の方、未回答及び複数回答の方を含む

週2～3回程度

19％

観光・レジャー

22％



２．第２回意見聴取の結果（アンケート結果②） 9
（１）望ましいルート帯案を考える際に、重要と思う項目について

○重要と思う項目では、「 災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災拠点施設と連絡ができること」、「 国道５６号の代わりとして

利用できること」が最も重要と思われている。

問１－１：あなたの住む地域（黒潮町、四万十市）にとって、望ましいルート帯案を考える際に、何が重要と思いますか？ ※項目 ～ の中から３つ選ぶ

b

四万十市黒潮町

全 体

a

a

b

c

e

f

g

d

h

国道５６号の代わりとして利用できること

災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、
地域の防災拠点施設と連絡ができること

津波発生時に、避難路と連携し一時的に
避難場所として活用できること

自然環境（動・植物）への影響が少ないこと

生活環境等（家屋、大気質・騒音、史跡）への影響が少ないこと

早く開通すること

大きな病院や市場や観光地まで
早くスムーズに移動ができること

建設に要する費用が安いこと N=3,792

500件

696 (18％)

921 (24％)

558 (15％)

640 (17％)

104 (3％)

212 (6％)

594 (16％)

67 (2％)

国道５６号の代わりとして利用できること

災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、
地域の防災拠点施設と連絡ができること

津波発生時に、避難路と連携し一時的に
避難場所として活用できること

自然環境（動・植物）への影響が少ないこと

生活環境等（家屋、大気質・騒音、史跡）への影響が少ないこと

早く開通すること

大きな病院や市場や観光地まで
早くスムーズに移動ができること

建設に要する費用が安いこと N=9,246

a

b

c

e

f

g

d

h

1,000件 2,000件

1,890 (20％)

2,135 (23％)

1,127 (12％)

1,604 (17％)

283 (3％)

370 (4％)

1,594 (17％)

243 (3％)

h

e

f

c

g

d

a

b

国道５６号の代わりとして利用できること a

災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災拠点施設と連絡ができること b

津波発生時に、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できること c

自然環境（動・植物）への影響が少ないこと e

生活環境等（家屋、大気質・騒音、史跡）への影響が少ないこと f

早く開通すること g

d大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズに移動ができること

建設に要する費用が安いこと h

2,709 (20％)

3,187 (23％)

1,768 (13％)

2,326 (17％)

412 (3％)

611 (4％)

2,299 (17％)

331 (2％)
N=13,643

（１人３個以内の回答数合計値）

1,000件 2,000件 3,000件

a ｈ



２．第２回意見聴取の結果（アンケート結果③） 10

○項目 ～ 以外で重要と思う項目では、「津波の影響を受けない場所（山側・高台）での整備」が重要との意見が最も多く寄せられた。

（２）望ましいルート帯案を考える際に、重要と思う項目について（項目 ～ 以外の自由意見）

＜主な意見＞

項 目 自 由 意 見

津波の影響を受け
ない場所（山側・
高台）での整備

■南海トラフを考えた場合、津波等で道路が浸からない高い所を通る道路の建設を。
（60代 男性）

■できるだけ、山側を抜けるルートをお願いします。そうしないと津波災害時、幡多郡
は孤立してしまいます。（40代 男性）

■沿岸部を通るルートになると思うが、津波等被害をうけないルートを検討してもら
いたい。ただ、生活圏からの距離が遠くならないようにもして欲しい。（30代 男性）

■津波の心配なくまた、災害時また、観光地にスムーズに移動できる事は高知の
発展につながるのではないか。（70代 女性）

直線的・最短である
こと

■高齢者の多い地域なので、なるべくカーブの少なく直線で道幅の広い道路。
（50代 男性）

■出来るだけ直線的に早くスムーズに移動が出来る事。（２０代 女性）
■最短で結ぶルート。時間短縮による目的地の選定においての多様化に伴う経済

効果が期待できる為。（60代 男性）

56号・集落・観光地
へのアクセス性が
良いこと

■国道56号と連絡が取りやすいルートとし、災害発生時でライフラインと併用した
移動が利便であること。（50代 男性）

■地域住民や企業のためになるルートが必要と考えられます。（40代 男性）

災害（地震・津波等）
に強く機能すること

■地震で壊れない、しっかりとした道路を作ってほしい。災害時に避難ルートとして
利用できる道路。（30代 男性）

■雨災害、地震災害に強い道路が良い。（不明）

海が見えるルートで
あること

■黒潮町を通る時に海が見えないのはいかがなものか。海沿いに作れば観光にも
一役買えるのでは。（20代 男性）

■高速道から少しは、太平洋が望めるように。（60代 男性）

休憩施設を備えた
整備ができること

■太平洋が見渡せるSAを数箇所作れば観光客増にもなる。（60代 男性）
■一般道と高速道路利用者が交流できるサービスエリアの設置。（70代 男性）

地域活性化に寄与で
きること

■地域経済に寄与する視点の思慮もあってほしい。間接的でなく直接的な効果。
（70代 男性）

維持管理費用がかか
らないこと

■今後、長きにわたり、保守など経費面において、後生の負担も考慮した経路。
（60代 男性）

a ｈ

a ｈ

問１－２：項目 ～ 以外で、重要と思うものがあれば、ご自由にお書きください。a ｈ

維持管理費用がかからないこと

50件 100件

100件

50件

32件

25件

29件

2件

19件

5件

※その他 ６２８件 「案○を支持等の直接的な意見」、「否定的な意見」などに関する意見

津波の影響を受けない場所
（山側・高台）での整備

直線的・最短であること

56号・集落・観光地への
アクセス性が良いこと

海が見えるルートであること

災害（地震・津波等）に強く
機能すること

休憩施設を備えた整備が
できること

地域活性化に寄与できること



２．第２回意見聴取の結果（アンケート結果④） 11

○回答者の８割以上の方が、すべての項目を重要と思われている。

○特に、「 地域の防災拠点施設と円滑に連絡できること」が最も重要と思われている。

（３）インターチェンジを作るところを考える際に、重要と思う項目について

問２－１：インターチェンジを作るところを考える際に、何が重要と思いますか？ ※項目 ～ のそれぞれについて５段階で評価

全 体

a

a ｄ

92%

87%

87%

80%

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない

※□書きの数値は、「そう思う」及び「ややそう思う」と回答のあった割合

地域の防災拠点施設と円滑に連絡できること a

市街地（集落）と円滑に連絡できること b

広い道路と円滑に連絡できること c

d観光地や流通施設と円滑に連絡できること

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

77% 15% 5%2%1%

63% 24% 8% 4% 1%

60% 27% 10% 1% 2%

51% 29% 13% 5% 2%

四万十市

a

b

c

d

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

91%

86%

86%

80%

地域の防災拠点施設と
円滑に連絡できること

市街地（集落）と円滑に
連絡できること

広い道路と円滑に連絡
できること

観光地や流通施設と
円滑に連絡できること

75% 16% 6% 1%2%

62% 24% 9% 2%3%

59% 27% 10% 2%2%

51% 29% 12% 3%5%

黒潮町

a

b

c

d

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

94%

89%

88%

79%

地域の防災拠点施設と
円滑に連絡できること

市街地（集落）と円滑に
連絡できること

広い道路と円滑に連絡
できること

観光地や流通施設と
円滑に連絡できること

81% 13% 4% 1%1%

66% 23% 7% 1%3%

62% 26% 9% 1%2%

49% 30% 13% 2%6%
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（４）インターチェンジ（ＩＣ）を作るところを考える際に、重要と思う項目について（項目 ～ 以外の自由意見）

＜主な意見＞

項 目 自 由 意 見

災害（地震・津波等）
の影響を受けず機能
すること

■現在の道路は海岸沿いにある。津波の被害を受けない地に作るべき。５６号が津
波浸水しても代替えとなる。（70代 女性）

■災害時に安全な場所であれば良いと思う。中心地より離れたとしてもたいした距
離ではないのだから。（40代 女性）

■災害時また事故等の緊急時に対応できるインターを整備していただくことが最重
要と考えます。（60代 男性）

■津波が来たときでも使用できること。（40代 女性）

多くのＩＣを設置できる
こと

■特に海岸沿いを控えた地域ですので、少しでも多くのインター設置希望です。
（50代 男性）

■インターチェンジの数を多くする事で観光客が立ち寄るきっかけを作れば、少しで
も経済が良くなると思う。（50代 男性）

ＩＣ周辺で渋滞が起こ
らないこと

■出入りするときに渋滞が発生しにくいこと。（50代 男性）
■インターチェンジ近辺で車が混み合わずスムーズに流れることを期待します。

（50代 女性）

安全に利用できること
■安全に出入りしやすい道のインターチェンジがあれば良い。（50代 女性）
■事故の少ないように設置してほしい。（40代 男性）

不要なＩＣは作らない
こと

■区間は短いのでインターは大方１ヶ所あればよいのでは。（60代 男性）
■建設費が高いため、主要な箇所のみで良い。（40代 男性）

避難場所として活用
できること

■防災対策として災害時に多くの人が避難できる様に多く設置。（30代 女性）
■南海トラフ地震があった際、避難する事を考えてICを作る事が重要。（40代 女性）

休憩施設を備えた
整備ができること

■太平洋が見える高台にサービスエリア（観光、防災）をかねたインターチェンジを
作って欲しい。（50代 男性）

■道の駅やＳＡが一緒になっている方が便利だと思います（ｽﾏｰﾄIC）。（20代 男性）

自然を壊さないこと ■生態系や自然環境に与える影響が少なく済むところ。（40代 男性）

ＩＣはいらない ■インターチェンジは必要ない。四万十ICと佐賀ICがあれば十分。（50代 男性）

a d

○項目 ～ 以外で重要と思う項目は、「災害（地震・津波等）の影響を受けず機能すること」が重要との意見が最も多く寄せられた。a d

問２－２：項目 ～ 以外で、重要と思うものがあれば、ご自由にお書きください。a d

ＩＣはいらない

※その他 ４２６件 「早期整備」、「具体的なIC位置や形式」などに関する意見

20件 30件

26件

22件

19件

6件

10件

32件

19件

18件

18件

4件

災害（地震・津波等）の影響を
受けず機能すること

多くのＩＣを設置できること

ＩＣ周辺で渋滞が起こらないこと

避難場所として活用できること

安全に利用できること

不要なＩＣは作らないこと

休憩施設を備えた整備が
できること

自然を壊さないこと
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（５）国道５６号 佐賀～四万十間の道路整備等について

○南海トラフ地震への備えとして、また、地域活性化のために、「新たな道路の早期開通」を求める意見が非常に多く寄せられた。

○また、「早くスムーズな移動ができる道路の整備」、「津波の影響を受けない場所（山側・高台）での道路の整備」を求める意見も多く寄せられた。

＜主な意見＞

項 目 自 由 意 見

新たな道路の早期開通 ■南海ﾄﾗﾌ地震は近い将来必ず起る。命の道路として早期完成を強く願います。（50代 男性）
■陸の孤島返上の為にも、高速道路の早期開通を希望。それにより企業・観光客誘致が可能になる。（70代 男性）
■高速道路が少しずつ延伸、すごく嬉しい。早く四万十市まで整備して欲しい。（50代 男性）

早くスムーズな移動ができる道路の整備 ■子供が病気の時、幡多けんみん病院へ行きます。少しでも早く病院へ行きたい。（30代 女性）
■高齢者が多いので、高齢者が安全かつ便利に使えることが願いです。（40代 女性）

津波の影響を受けない場所（山側・高台）
での道路の整備

■津波の被害を受けにくい場所で安全かつ便利なところへ建設をお願いします。（50代 女性）
■災害時にも（水害等）円滑な車の通行ができる所に道路を作って欲しい。（60代 男性）

災害（地震・津波等）に強く機能する道路
の整備

■災害で、孤立する事がないように、災害に耐えうる道路の整備をお願いします。（40代 男性）
■今後予想される大地震が起きても心配のないよう丈夫なものにしてほしい。（30代 女性）

国道56号の代わりとなる道路の整備 ■災害時、地域分断しないよう国道56号の代わりとなる道路を望みます。（40代 男性）
■防災面、救急搬送、物流、観光など多方面に活用できる道路は二本は必要。（40代 男性）

否定的意見 ■人口も少ないのに自動車道はあまり必要と考えていない。（60代 女性）
■道路をつくる事よりも、自然を壊さない事の方が大切。道路は作って欲しくない。（30代 女性）

避難場所として活用できる道路の整備 ■津波などの一時避難場所として活用できることを併せもった道路が必要。（70代 男性）
■黒潮町は特に避難場所として活用できるようにしてあげてほしい。（50代 女性）

海が見えるルートでの道路の整備 ■雄大な太平洋を望むこの道路では高知県の宝だと思います。この風景を望める高速道路を目指していただきたい。（50代 男性）
■海の見える観光地としての道を造って。（70代 女性）

自然や景観に配慮した道路の整備 ■自然を観光の目玉とする以上、自然に優しいまたは配慮したうえで道路建設をお願いしたい。（50代 男性）
■自然が豊かな土地なので、できるだけ環境は守った道路整備を。（30代 男性）

地域活性化を図ることのできる道路の整備 ■四万十市観光地としてアピールするには、交通利便が良い方が良い。（70代 不明）
■四万十市の産業振興では、物流は大きなファクターである。（50代 男性）

地域の衰退を懸念する意見 ■道が通る事はいいですが、その間の町や村が寂れていく事が心配。（40代 男性）

休憩施設を備えた道路の整備 ■地域の産業・観光・情報の発信拠点として、地域住民も利用できる複合型SAの設置を希望します。（30代 男性）

問３：国道５６号 佐賀～四万十間の道路整備等について、あなた自身が日頃から思う事など、ご意見やご要望をご自由にお書きください。

【696件】

【69件】

【21件】

【15件】

【66件】

【56件】

【34件】

【9件】

【14件】

【13件】

【12件】

【12件】
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（１）望ましいルート帯案を考える際に、重要と思う項目について

○「 津波発生時に、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できること」､｢ 大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズに移動が

できること｣、「海が見えるルートであること」が重要との意見が最も多く寄せられた。

項 目 意 見

国道５６号の代わりとして利用できること ■国道56号は有事の際機能しないので、56号の代替道路が必要である。（中村商工会議所、黒潮商工会、三原村商工会）
■国道56号は、事故も多い。大事故だと数時間通行止めとなる。代替路があれば大きな問題とならない。（幡多中央消防署）

災害発生時に、円滑な救命・救急活動の
ため、地域の防災拠点施設と連絡ができ
ること

■新庁舎付近を総合防災拠点に位置付け整備を進めており、連結できることが望ましい。（黒潮町）

■四万十市は、庁舎・医療施設・給油所等の多くが津波浸水区域外となっている。災害時には、医療支援や支援物資の集配など、幡

多圏域における中心的な役割を担わなければならない。よって、広域支援が円滑に行えるようなルートが望ましい。（四万十市）

津波発生時に、避難路と連携し一時的に
避難場所として活用できること

■黒潮町の被害軽減を図るためには、周辺住民が避難所として有効活用できるルートが望ましい。（四万十市）

■津波を考えると道路が一番の避難場所。人家に近いルートで避難場所となる道路が望ましい。（佐賀北部活性化推進協議会）

■津波を想定し、出来るだけ住家に近く住民がすぐに逃げ込める（アクセスに時間がかからない）ルートが望ましい。（黒潮商工会）

大きな病院や市場や観光地まで早くス
ムーズに移動ができること

■患者負担軽減のため、線形のよい道路は必要である。（幡多西部消防組合）

■荷傷みに関しては、箱詰めの仕方、ドライアイスなど、様々な工夫をしているが、時間短縮は重要である。（ＪＡ高知はた）

■高速開通による時間短縮により、首都圏への入札参加も期待できる。（ＪＦ高知清水統括支所）

早く開通すること（早期整備） ■津波が来たら迂回路が無く、物資の輸送ができず孤立する。そのため、とにかく早く整備してほしい。（黒潮町連合婦人会）

■高知から高速道路が延伸してきて、高速道路の利便性は知っている。とにかく早く整備してほしい。（中村女性団体連絡協議会）

海が見えるルートであること ■四万十川をはじめとする自然を生かした観光振興に特に力を注いでおり、景観も観光素材として重視している。よって、太平洋を望

むことが出来る様なルートにして欲しい。（四万十市）

■観光スポットとなる道路となってほしい。太平洋が魅力なので、太平洋を見てもらえると観光客に喜ばれる。景観を活かして海が見

える道路がよい。ビューポイントもほしい。（高知県観光コンベンション協会）

■景色も貴重な観光資源なので、景色が良い（海が見える）道路にして欲しい。（黒潮商工会）

56号・集落・観光地へのアクセス性が
良いこと

■出来るだけ国道56号にアクセス可能なルートがよい。（黒潮町）

■各ＩＣで乗降させるため、集落からあまり離れたルートだと乗客にとっては不便であり、時間も要する。（高知西南交通）

災害（地震・津波等）に強く機能すること ■津波の際、避難しやすく、救急搬送道路・物資輸送道路としても機能する道路が望ましい。（佐賀北部活性化推進協議会）

■大雨の時、列車が止まるとバスに流れてくる。代替路としての機能が必要であり、災害に強い道路としてほしい。（高知西南交通）

地域活性化を図ることができること ■四国横断自動車道の延伸は、商工会の会員にとっては商売へのやる気にも繋がっており、期待している。（黒潮商工会）

津波の影響を受けない場所
（山側・高台）での整備

■津波浸水エリアを避けることは必須である。（幡多中央消防署）

■災害を考えると、海から離れた方がよいのではないか。（高知県トラック協会）

【１０団体】

a

d

c

b

g

【２団体】

【１４団体】

【１３団体】

【４団体】

【１１団体】

【８団体】

【１３団体】

【８団体】

【７団体】

＜主な意見＞

c ｄ



項 目 意 見

休憩施設の整備について ■幡多地域の観光振興を図るため、物産販売や観光案内等の情報発信基地ともなるＳＡが望ましい。場所については、四万十川が
見えるなど風光明媚な場所に欲しい。（四万十市）

■本線直結型のＳＡ・ＰＡが必要である。場所は海の見える場所が望ましい。更に、隣地が開発可能な場所が望ましい。（黒潮町）
■道路に併走した、ＳＡが欲しい。一般道からも乗り降りができ、情報発信の場・地場産品販売の場となるようにして欲しい。

（黒潮町商工会）
■大規模災害時に、緊急消防援助隊として駆けつける、他府県からの応援隊の拠点として活用できるようＳＡ・ＰＡの整備が望まれる。

（幡多中央消防署）
■ＰＡでいいので欲しい。緊急時には、防災拠点にもなる様、防災機能を持ったSA・PAにして欲しい。（佐賀北部活性化推進協議会）
■土佐ＰＡ以西に休憩所がないので、休憩所はほしい。（中村警察署）

緊急時の出入り口について ■ＩＣを多く作ることは困難でも、災害時に緊急車両だけアクセスできるものを整備してほしい。（幡多中央消防署）
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○「 市街地（集落）と連絡できること」が重要との意見が最も多く寄せられた。

（２）インターチェンジ（IC)を作るところを考える際に、重要と思う項目について

項 目 意 見

防災拠点施設と連絡できること ■ＩＣは防災拠点と接続することも重要。（黒潮町）

市街地（集落）と連絡できること ■中心市街地活性化の観点からは、中心市街地に人が流れ込む様な箇所にICを設置して欲しい。（四万十市）
■人口が多いところとのアクセスはほしい。（幡多中央消防署）

広い道路と連絡できること ■国道56号からのアクセスが容易な位置がよい。（四万十市）

観光地や流通施設と連絡できること ■観光は、幡多全域で盛り上げていく必要があり、高速道路が通らない町村との広域連携にも資するICが望ましい。（四万十市）
■幡多が一体となって、観光ルートの確立が出来る様、配慮して欲しい。（三原村）

災害（地震・津波等）に強く
機能すること

■インターチェンジも津波に浸水したら、本線は浸からなくても意味がない。（ＪＦ高知佐賀統括支所）

多くのＩＣを設置できること ■乗り降りのポイントは多い方がいい。観光客の選択肢が多い方がいいので。（高知観光コンベンション協会）

＜主な意見＞

【１団体】

【９団体】

【４団体】

a

d

c

b

（３）その他の意見について

○「休憩施設の整備」を求める意見が多く寄せられた。

＜主な意見＞

【２団体】

【１団体】

【４団体】

【２１団体】

【３団体】

b
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至 宿毛市

四万十IC

至 高知市

佐賀IC（仮称）

中村宿毛道路 四国横断自動車道 佐賀～四万十 窪川佐賀道路

高知県

くぼかわ さがなかむら すくも

高
知
県
幡
多
郡

こ
う
ち

は
た

高
知
県

こ
う
ち

さが しまんと

し
ま
ん
と

う
や
ま

四
万
十
市
右
山

く
ろ
し
お
ち
ょ
う

さ
が

黒
潮
町
佐
賀

黒潮町

四万十市

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート
防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設
津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成
震度分布図：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料

黒潮町役場本庁舎・防災多目的
広場等の防災拠点施設（整備中）

黒潮町四万十市
佐賀ＩＣ（仮称）

四万十ＩＣ

56

56

:供用中区間

:事業中区間

:一般国道(直轄)

凡 例

計画段階評価
対象区間

至 高知

至 宿毛

最大津波高３４ｍ
（黒潮町佐賀地区）

【地域の課題（南海トラフ地震）】

○黒潮町では、全国で最も高い津波高３４ｍが予測され、国道５６号の佐賀～四万十間では、約７割（最大浸水深約１８ｍ）が浸水すると予測されている。

○黒潮町では、南海トラフ地震の被害軽減に向け、防災拠点施設の高台整備などの防災まちづくりの整備が進められている。

【意見聴取の結果】

○望ましいルート帯案について

⇒ 地域住民等へのアンケートでは、「国道５６号の代わりとして利用できること」、「災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災拠点施設と連絡が

できること」、「津波の影響を受けない場所（山側・高台）での整備」が重要との意見が最も多く寄せられた。

また、団体等へのヒアリングでは、「津波発生時に、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できること」が重要との意見が最も多く寄せられた。

【南海トラフ地震の震度分布図】

防災多目的広場（予定地）

国道５６号

黒潮町役場本庁舎（予定地）公営住宅（予定地）

広域的な
救命・救助活動

救命・救助活動

防災拠点

黒潮町役場本庁舎（現在）

（最大浸水深：7.5m）

幹線避難道

【黒潮町防災計画（入野地区）】
※黒潮町ヒアリング結果

黒潮消防署



３．対応方針（素案）の検討

17



３．対応方針（素案）の検討（政策目標と複数のルート帯案）

【政策目標】

【ルート帯案検討にあたって考慮すべきポイント】

①南海トラフ地震に備えた信頼性
の高いネットワークの確保
・代替路の確保
・防災拠点施設や避難路との連携

②救急医療機関への速達性の
向上・安静搬送の実現

③速達性・走行性の向上に
より産業振興を支援

④地域間の交流促進により
広域的な観光振興を支援

○ルート帯案の検討にあたっては、南海トラフ地震への対応、速達性・走行性、自然・生活環境の保全と調和、経済性等を考慮し検討する。

南海トラフ地震への対応

・地震津波発生時に、国道５６号の
代わりとして利用できること

・地域の防災拠点施設と連携できる
こと

・避難路と連携し、一時的に避難場
所として活用できること

速達性・走行性

・救急医療機関、市場及び観光地な
どへの速達性、走行性に優れてい
ること

自然環境・生活環境の
保全と調和

・自然環境保全のため、動植物の生
息域への影響等が少なくなるよう
配慮する

・沿線住民の生活環境保全のため、
市街地（集落）を分断しないよう配
慮するとともに、地域の重要な施
設（主要施設、公園等）を回避

経済性等への配慮

・経済性に優れている道路構造（土
工（切土、盛土））を基本とするとと

もに、建設に要する期間を極力短
くする

《政策目標を達成するために考慮するポイント》 《道路整備に際し配慮するポイント》

18
○当該地域や道路の現状・課題を踏まえ、第１回意見聴取で確認のとれた『政策目標』を、達成するための役割を有する道路整備の対応方針（案）

（複数のルート帯案）を設定
○対応方針（案）（ルート帯案）の検討にあたっては、南海トラフ地震への対応、速達性・走行性、自然・生活環境の保全と調和、経済性等を考慮

案① 市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案 案② 区間延長を極力短くしたバイパス案 案③ 現道改良案

市街地（集落）の極力近くを通るルートで
自動車専用道路を整備する案

（延長 22km 速度 80km/h ２車線）

区間延長を極力短くしたルートで
自動車専用道路を整備する案

（延長 20km 速度 80km/h ２車線）

現状の国道５６号の急カーブ・急勾配・
道路幅等を改良する案

（延長 27km 速度 60km/h ２車線）
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○案① 市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案

中村宿毛道路 四国横断自動車道 佐賀～四万十 窪川佐賀道路

至 宿毛市

至 高知市

黒潮町四万十市

高知県

くぼかわ さがなかむら すくも

高
知
県
幡
多
郡

こ
う
ち

は
た

高
知
県

こ
う
ち

さが しまんと

し
ま
ん
と

う
や
ま

四
万
十
市
右
山

く
ろ
し
お
ち
ょ
う

さ
が

黒
潮
町
佐
賀

四万十IC 佐賀IC（仮称）

■整備目標

整 備

概 要

コスト

延長 約 ２２ ｋｍ

速度 ８０ ｋｍ／ｈ

２車線

（自動車専用道路）

約 ９５０ ～ １０００ 億円

■ルート帯の概要

内 容
・市街地（集落）の極力近くを通るルートで、コスト縮減の観点から可能な範囲で土工（切土・盛土）構造を採用し、新た
な自動車専用道路を整備する

国道56号
（現道）

土佐湾 山地案①鉄道

※整備目標は、今後の詳細なルート・構造等の検討により変更となる場合があります。

Ａ

Ａ

〈Ａ－Ａ 付近のイメージ〉

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート
防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設
津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成
鳥獣保護区：平成24年度 高知県鳥獣保護区等位置図（高知県）
名勝・史跡・天然記念物：黒潮町、四万十市教育委員会資料

公共施設：公立学校（小・中・高・養護）、警察署、消防署、図書館、体育館、国・県・市町の事務所

黒潮町役場本庁舎・防災多目的広場
等の防災拠点施設（整備中）

黒潮消防署
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○案② 区間延長を極力短くしたバイパス案

四国横断自動車道 佐賀～四万十

至 宿毛市

至 高知市

黒潮町四万十市

高知県

さが しまんと

■整備目標

整 備

概 要

コスト

延長 約 ２０ ｋｍ

速度 ８０ ｋｍ／ｈ

２車線

（自動車専用道路）

約 １０５０ ～ １１００ 億円

■ルート帯の概要

・区間延長を極力短くしたルートで、トンネル構造等を採用し、新たな自動車専用道路を整備する

窪川佐賀道路
くぼかわ さが

高
知
県
幡
多
郡

こ
う
ち

は
た

く
ろ
し
お
ち
ょ
う

さ
が

黒
潮
町
佐
賀

中村宿毛道路
なかむら すくも

高
知
県

こ
う
ち

し
ま
ん
と

う
や
ま

四
万
十
市
右
山

佐賀IC（仮称）四万十IC

国道56号
（現道）

土佐湾 案②鉄道

※整備目標は、今後の詳細なルート・構造等の検討により変更となる場合があります。

内容

Ａ

Ａ

〈Ａ－Ａ 付近のイメージ〉

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート
防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設
津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成
鳥獣保護区：平成24年度 高知県鳥獣保護区等位置図（高知県）
名勝・史跡・天然記念物：黒潮町、四万十市教育委員会資料

公共施設：公立学校（小・中・高・養護）、警察署、消防署、図書館、体育館、国・県・市町の事務所

黒潮町役場本庁舎・防災多目的広場
等の防災拠点施設（整備中）

黒潮消防署
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○案③ 現道改良案

四国横断自動車道 佐賀～四万十

至 宿毛市

至 高知市

黒潮町四万十市

高知県

さが しまんと

■整備目標

整 備

概 要

コスト

延長 約 ２７ ｋｍ

速度 ６０ ｋｍ／ｈ

２車線

（一般道路）

約 ２５０ ～ ３００ 億円

■ルート帯の概要

内 容
・現状の国道５６号の急カーブ・急勾配・道路幅を改良する
・急カーブや急勾配区間の局部的な緩和及び道路幅の拡幅を実施する

窪川佐賀道路
くぼかわ さが

高
知
県
幡
多
郡

こ
う
ち

は
た

く
ろ
し
お
ち
ょ
う

さ
が

黒
潮
町
佐
賀

中村宿毛道路
なかむら すくも

高
知
県

こ
う
ち

し
ま
ん
と

う
や
ま

四
万
十
市
右
山

佐賀IC（仮称）四万十IC

案③土佐湾 山地国道56号
（現道）

※整備目標は、今後の詳細なルート・構造等の検討により変更となる場合があります。

Ｂ

Ｂ

〈Ｂ－Ｂ 付近のイメージ〉

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート
防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設
津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成
鳥獣保護区：平成24年度 高知県鳥獣保護区等位置図（高知県）
名勝・史跡・天然記念物：黒潮町、四万十市教育委員会資料

公共施設：公立学校（小・中・高・養護）、警察署、消防署、図書館、体育館、国・県・市町の事務所

黒潮町役場本庁舎・防災多目的広場
等の防災拠点施設（整備中）

黒潮消防署
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四国横断自動車道 佐賀～四万十

至 宿毛市

至 高知市

黒潮町

四万十市

高知県

市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案案①

区間延長を極力短くしたバイパス案案②

現道改良案案③

さ が し ま ん と

四万十IC 佐賀IC（仮称）

窪川佐賀道路
くぼかわ さが

高
知
県
幡
多
郡

こ
う
ち

は
た

く
ろ
し
お
ち
ょ
う

さ
が

黒
潮
町
佐
賀

中村宿毛道路
なかむら すくも

高
知
県

こ
う
ち

し
ま
ん
と

う
や
ま

四
万
十
市
右
山

黒潮町役場本庁舎・防災多目的広場
等の防災拠点施設（整備中）

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート
防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設
津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」

公表資料を基に作成
鳥獣保護区：平成24年度 高知県鳥獣保護区等位置図（高知県）
名勝・史跡・天然記念物：黒潮町、四万十市教育委員会資料
公共施設：公立学校（小・中・高・養護）、警察署、消防署、図書館、体育館、国・県・市町の事務所

黒潮消防署
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ルート帯の概要
案① 市街地（集落）との

連絡性を優先するバイパス案

案② 区間延長を極力

短くしたバイパス案

案③ 現道改良案
（現状の国道56号の急カーブ・

道路幅等を改良する案）

整備目標
延長 約２２ｋｍ

８０km/hで走行できる
自動車専用道路（２車線）

延長 約２０ｋｍ
８０km/hで走行できる

自動車専用道路（２車線）

延長 約２７ｋｍ
６０km/hで走行できる
一般道路（２車線）

道
路
整
備
に
よ
る

効
果
・
改
善
さ
れ
る
点

政策目標
①

地震・津波
発生時

国道５６号の代わりとして利用
できるか？ 国道５６号の代わりとして利用できる 現状の国道５６号を改良する

ため、代わりとはならない

地域の防災拠点施設への円滑な
連絡が確保できるか？

円滑な連絡が確保できる
（案②より連絡距離が短い） 連絡が確保できる 津波浸水影響を受けるため、

連絡が確保できない

避難路と連携し、一時的に避難
場所として活用できるか？

避難場所として活用できる
（案②より多く活用できる） 避難場所として活用できる 津波浸水影響を受けるため、

避難場所として活用できない

政策目標
②③④

目的地まで
の移動

医療施設までの搬送時間や
患者への負担は？
（急カーブや信号交差点等の影響）

搬送時間の短縮や患者への負担軽減が見込まれる 搬送時間の短縮や患者への
負担軽減は、さほど見込めない

市場までの輸送時間や商品の
品質確保は？
（急カーブや信号交差点等の影響）

輸送時間の短縮や商品の品質確保が見込まれる 輸送時間の短縮や商品の
品質確保は、さほど見込めない

観光地への立寄箇所や滞在
時間の増加は？
（広域的な時間短縮等）

時間短縮により、立寄箇所や滞在時間の増加が見込まれる
時間短縮は小さく、立寄箇所

や滞在時間の増加は、
さほど見込めない

道
路
整
備

に
よ
る
影
響

自然環境
動物への影響は？ 影響の可能性がある 影響の可能性がある 影響の可能性はあるが小さい

植物への影響は？ 影響の可能性はあるが小さい 影響の可能性はあるが小さい 影響の可能性はあるが小さい

生活
環境等

家屋などへの影響は？ 小さい（案②より大きい） 小さい 大きい

大気質及び騒音等の影響は？ 影響の可能性はあるが小さい
（案②より大きい） 影響の可能性はあるが小さい 影響の可能性がある

重要な史跡等への影響は？ 影響の可能性がある 影響の可能性はあるが小さい 影響の可能性はあるが小さい

そ
の

他
事業期間 建設に要する期間は？ 長い（案②より短い） 長い 短い

経済性 建設に要する費用は？ 約９５０～１０００億円 約１０５０～１１００億円 約２５０～３００億円

※整備目標は、今後の詳細なルート・構造等の検討により変更となる場合があります。
※自然環境及び生活環境への配慮 ⇒ 今後の詳細なルート・構造等の検討段階で詳細な調査を実施し、影響の回避及び低減を図ります。また、整備にあたっては、自然環境及び生活環境に配慮した対策工を実施します。

○案①及び案②は、案③に比べ、全ての政策目標の達成が見込めるほか､地域への意見聴取結果で、重要との意見が多く寄せられた、

「国道５６号の代わりとして利用できること」という点で優れている。

○案①は、案②に比べ、地域への意見聴取結果で、重要との意見が多く寄せられた、「災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災

拠点施設と連絡ができること」、「津波発生時に、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できること」という点で優れている。
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【ルート帯案の考え方】

・国道５６号の代わりとして、津波の影響を受けず、災害発生時に円滑な救命・救助のため、地域の防災拠点施設と連絡ができ、避難場所としても

活用できるとともに、大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズに移動することができる自動車専用道路によるバイパス案とする。

【インターチェンジ位置の考え方】

・災害（地震・津波等）の影響を受けず機能し、地域の防災拠点施設や市街地（集落）と円滑に連絡できることに配慮した配置案とする。

【その他】

・観光の観点で、海が見えることにも配慮したルートとする。

・地域の防災拠点施設との連絡方法、防災や観光の拠点となる休憩施設の整備について、今後、県及び市町と連携して検討を行う。

【ルート帯案について】

・アンケートでは、「災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災拠点施設と連絡ができること」（２３％）、「国道５６号の代わりとして利用

できること」（２０％）が最も重要と思われている。

また、「津波の影響を受けない場所（山側・高台）での整備」（１００件）、「早くスムーズな移動ができる道路の整備」（６９件）が重要との意見も多く

寄せられた。

・ヒアリングでは、「津波発生時に、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できること」（１４団体）、「大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズ

に移動ができること」（１３団体）が重要との意見が最も多く寄せられた。

【インターチェンジ位置について】

・アンケートでは、「地域の防災拠点施設と円滑に連絡できること」（９２％）が最も重要と思われている。

また、「災害（地震・津波等）の影響を受けず機能すること」（３２件）が重要との意見が最も多く寄せられた。

・ヒアリングでは、「市街地（集落）と連絡できること」（９団体）が重要との意見が最も多く寄せられた。

【その他】

・意見聴取全般において、「新たな道路の早期開通」（６９６件）を求める意見が非常に多く寄せられた。

・また、防災や観光の拠点となる「休憩施設の整備」（２１団体）や「海が見えるルート」（１３団体）を求める意見も多く寄せられた。

○地域住民・企業等へのアンケート及び団体等へのヒアリングの結果

○ルート帯案とインターチェンジ位置の考え方
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○窪川佐賀道路と中村宿毛道路を新たに自動車専用道路で結ぶことで、地域の課題である南海トラフ地震による津波発生時に、国道５６号
の代わりとして地域の分断・孤立を解消し、円滑な救命・救助活動のアクセスを確保、避難場所としても活用できるとともに、地域の救急医療
や産業及び観光振興を支援することのできる「案① 市街地（集落）との連絡性を優先するバイパス案」とする。

新たに自動車専用道路を整備する区間 延長 約22km

中村宿毛道路 窪川佐賀道路

至 高知市
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佐賀IC（仮称）

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート

防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設

津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成

ルート帯案

インターチェンジ検討位置

四万十市古津賀
地区周辺

黒潮町入野
地区周辺

黒潮町上川口
地区周辺

幡多青少年の家

大方くじら保育園

黒潮町本庁

道の駅
ビオスおおがた

黒潮町役場本庁舎・防災多目的
広場等の防災拠点施設（整備中）

四万十市役所

中村養護学校

幡多農業高等学校

幡多土木事務所

黒潮町佐賀支所

黒潮消防署

中村警察署

幡多中央消防本部

道の駅
なぶら土佐佐賀

入野の浜

幡多公設
地方卸売市場

JA高知はた本所

JA大方支所

JF上川口支所

JF入野支所
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■意見照会の回答

自治体名 意 見

高知県

○計画段階評価における四国横断自動車道「佐賀～四万十」の対応方針（素案）について、同意します。

○四国横断自動車道は、四国８の字ネットワークを構成する幹線道路であり、県西部地域の経済の活性化や観光振興などを支え

る重要な社会基盤として、また、南海トラフ地震時には、救命・救援活動や物資輸送のための「命の道」として、県民一同、その

完成を待ち望んでいますので、早期に事業着手されますよう、特段のご配慮をお願いいたします。

○なお、事業の実施にあたりましては、県としまして沿線自治体との連携のもと、できる限りの協力をいたしますことを申し添えます。

四万十市

○四国横断自動車道（佐賀～四万十）における対応方針（素案）については、異存ありません。

（１）ルート帯について 『案①』が妥当と考えます。

（２）インターチェンジについて

四万十市における２つのインターチェンジの詳細な検討にあたりましては、本市の意見も踏まえていただき、幡多地域の玄関

口としての機能を最大限発揮すると共に四万十市のまちづくりと一体となって地域の活性化が図られるものとなるようご配慮を

お願いいたします。

（３）その他

防災や観光の拠点となる休憩施設の整備については、幡多地域全体の底上げにつながるようご配慮をお願いいたします。

○四国横断自動車道（佐賀～四万十）は、幡多地域が活力に満ちた、自律的で持続的な地方を創生していくための大変重要な道路

です。また、国土の強靱化にも欠かせない社会資本であり、近い将来確実に襲ってくる南海トラフ地震では、住民の生命を守る

重要な役割を担うものであります。

つきましては、計画段階評価など必要な手続きをすみやかに終えられ、早期に事業化されますよう特段のご配慮をお願いいたし

ます。

黒潮町

○津波の影響を受けない高台での整備や、国道５６号の代わりとして利用でき、防災拠点施設や市街地（集落）と円滑に連絡できる

インターチェンジ配置などが考慮された「案①」が妥当と判断いたします。

○四国横断自動車道は、交流人口の拡大や地域産業・観光の発展に必要なことはもとより、南海トラフ地震発災時には「命を助け、

助かった命をつなぐ」まさに『命の道』となります。特に本町は、日本最大の津波高３４．４ｍが予測されるなか『避難放棄者ゼロ』を

めざし、各種の防災対策を進めています。その要である防災計画策定にあたり、「佐賀～四万十」間のルートやインターチェンジは

重要になります。

○また、須崎西ＩＣより西側には、休憩施設がありません。「佐賀～四万十」間の整備の際には、海の見える場所へ、大規模災害時に

おける後方支援拠点施設の性格を併せ持った休憩施設（道の駅）の整備も提案いたします。

○四国８の字ネットワークの早期整備のためにも、「佐賀～四万十」間につきまして早期に事業着手されますよう特段のご配慮を

お願いいたします。
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■意見照会の回答（高知県知事）



４．自治体への意見照会結果（対応方針（素案）に対する意見） 29

■意見照会の回答（四万十市長・黒潮町長）
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政策目標を実現できる道路整備を検討

【政策目標】

①南海トラフ地震に備えた信頼性の高いネットワークの確保

・代替路の確保

・防災拠点施設や避難路との連携

②救急医療機関への速達性の向上・安静搬送の実現

③速達性・走行性の向上により産業振興を支援

④地域間の交流促進により広域的な観光振興を支援

○当該地域は、南海トラフ地震発生時に、全国で最も高い津波高３４ｍが、国道５６号の

約７割が浸水すると予測

また、国道５６号は急カーブ等が多数あり、日常の通行、救急搬送及び農産品等の

輸送などに支障

○地震津波発生時に地域の分断・孤立を解消、円滑な救命・救急活動のアクセスを確保、

また、地域住民の安全性・利便性の向上及び産業・観光振興を支援するためには、

信頼性・速達性・走行性に優れた道路の整備が急務

○意見聴取結果でも、国道５６号の代わりとして津波の影響を受けず、円滑な救命・救助

活動のため、地域の防災拠点施設と連絡ができ、一時的に避難場所としても活用できる

とともに、大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズに移動できる道路が重要という

意見が多く、このような政策目標を実現できる道路の早期開通が強く望まれている。

（１）ルート帯について
『案① 市街地（集落）との連続性を優先するバイパス案』 を対応方針（案）とする。

【理由】
○案①及び案②は、案③に比べ、全ての政策目標の達成が見込め、地域への意見聴取結果で、重要との意見が多く寄せられた、「国道５６号の代わりとして利用で
きること」という点で優れている。

○案①は、案②に比べ、地域への意見聴取結果で、重要との意見が多く寄せられた、「災害発生時に、円滑な救命・救助活動のため、地域の防災拠点施設と連絡が
できるとともに、避難路と連携し一時的に避難場所として活用できる」という点で優れており、日常はもとより、地震・津波などの災害発生時においても信頼性・
速達性・走行性に優れた道路ネットワークを形成することができる。

○また、地域への意見聴取結果で、「津波の影響を受けない場所（山側・高台）での整備」、「大きな病院や市場や観光地まで早くスムーズに移動できること」が重要
との意見も多く、案①は、地域のニーズにも応えられる。

（２）インターチェンジ位置について
○地域への意見聴取結果で、重要との意見が多く寄せられた、災害（地震・津波等）の影響を受けず機能し、地域の防災拠点施設や市街地（集落）と円滑に連絡
できることに配慮した配置案とする。

○詳細なルート・構造の検討にあたって、自然環境や生活環境等への影響、整備期間の短縮及びコスト縮減に配慮するとともに、美しい太平洋の景色を望むこと

のできる道づくりについて検討を行う。

○地域の防災拠点施設との連絡方法、防災や観光の拠点となる休憩施設の整備について、今後、県及び市町と連携して検討を行う。

１．道路整備の必要性

２．対応方針（案）

３．その他
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新たに自動車専用道路を整備する区間 延長 約22km

○地域の課題である南海トラフ地震による津波発生時に、国道５６号の代わりとして地域の分断・孤立を解消し、円滑な救命・救助活動の

アクセスを確保、避難場所としても活用できるとともに、地域の救急医療や産業及び観光振興を支援することのできる自動車専用道路を

整備。

中村宿毛道路 窪川佐賀道路

至 高知市
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佐賀IC（仮称）

災害対策用ヘリポート：黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている災害対策用ヘリポート

防災拠点施設：高知県の防災拠点および黒潮町・四万十市の地域防災計画で指定されている二次避難施設

津波浸水予測域：H24.12.10「【高知県版第2弾】南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測について」公表資料を基に作成

ルート帯案

インターチェンジ検討位置

四万十市古津賀
地区周辺

黒潮町入野
地区周辺

黒潮町上川口
地区周辺

幡多青少年の家

大方くじら保育園

黒潮町本庁

道の駅
ビオスおおがた

黒潮町役場本庁舎・防災多目的
広場等の防災拠点施設（整備中）

四万十市役所

中村養護学校

幡多農業高等学校

幡多土木事務所

黒潮町佐賀支所

黒潮消防署

中村警察署

幡多中央消防本部

道の駅
なぶら土佐佐賀

入野の浜

幡多公設
地方卸売市場

JA高知はた本所

JA大方支所

JF上川口支所

JF入野支所


